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真さ

な

だ

よ

い

ち

田
与
一

１
１
５
５
年
〜

１
１
８
０
年

源
平
合
戦
の
名
場
面
・
石
橋
山

﹁
や
あ
ー
や
あ
ー
！
　
遠
か
ら
ん
者
は
音

に
も
聞
け
！
　
近
く
ば
寄
っ
て
目
に
も
見

よ
！
　
我わ

れ
こ
そ
は
―
―
﹂

　

時
代
物
の
ド
ラ
マ
や
映
画
で
、
合
戦
前

に
敵
同
士
が
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
ね
。
こ
う
し
て
口
上
を
述
べ
る
場

面
は
、
鎌
倉
時
代
の
軍
記
物
語﹁
平
家
物

語
﹂な
ど
で
も
登
場
し
ま
す
。
石
橋
山
の

戦
い
で
有
名
な
真
田
与
一
も
、
き
っ
と
勇

猛
な
若
武
者
に
ふ
さ
わ
し
い
口
上
を
述
べ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

岡
崎
義
実
の
嫡
男
の
真
田
与
一
は
、
頼

朝
と
大
庭
景
親
が
争
っ
た
石
橋
山
の
戦
い

で
、
25
歳
の
若
さ
で
討
ち
死
に
し
て
し
ま

う
直
前
に
切
っ
た
敵
の
血
が
鞘さ

や

の
中
で
固

ま
り
、
太
刀
が
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る

間
に
長
尾
定
景
に
襲
わ
れ
、
与
一
は
命
を

落
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
死
に
頼
朝
が
涙
し
た

　

与
一
の
死
は
父
義
実
は
も
ち
ろ
ん
、
頼

朝
を
も
悲
し
ま
せ
ま
し
た
。
与
一
の
死
か

ら
10
年
が
経
っ
た
文
治
６
年（
１
１
９
０

年
）１
月
20
日
の
吾
妻
鏡
で
は
、
伊
豆
山

い
ま
す
。
壮
絶
な
戦
い
ぶ
り
は
、
源
平
合

戦
の
序
盤
の
名
場
面
で
す
。

　

平
家
物
語
の
異
本（
物
語
が
伝
え
ら
れ

る
過
程
で
順
序
や
組
み
方
な
ど
が
異
な
っ

た
本
）と
い
わ
れ
る﹁
源
平
盛
衰
記
﹂の﹁
石

橋
合
戦
事
﹂で
は
、
与
一
の
い
で
た
ち
を

﹁
青
地
の
錦
の
直ひ
た
た
れ垂（

鎧
の
下
に
着
る
服
）

に
赤
く
飾
っ
た
鎧よ

ろ
い、

柄
か
ら
鞘さ

や
ま
で
飾
り

の
金
具
に
覆
わ
れ
た
太
刀
﹂と
書
い
て
い

ま
す
。
目
立
つ
の
で
頼
朝
に
着
替
え
る
よ

う
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
与
一
は﹁
弓
矢
取

る
身
の
晴
れ
の
場
で
す
﹂と
、
そ
の
ま
ま

戦
場
に
繰
り
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

先
陣
を
務
め
た
与
一
は
、
俣
野
景
久
と

組
み
合
い
ま
す
。
景
久
を
組
み
伏
せ
て
喉

を
か
き
切
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
組
み
合

不
動
産
公
売

　

市
税
滞
納
整
理
の
た
め
に
差
し
押
さ
え

た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
詳
細
は
市
税

総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
14
日（
水
）午
後
２
時
。青
少
年
会
館
。

問　

市
税
総
務
課
☎
21
―
８
７
６
９

森
林
の
所
有
者
届
け
出
制
度
が
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
方
に
は
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
け
出
が
４
月
か
ら
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
書
に
は
、
届
け
出
者
と
前
所
有

者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年

月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所

在
場
所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途

な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

問　

農
水
産
課
☎
35
―
８
１
０
３
・
県
森

林
再
生
課
☎
045
―
210
―
４
３
３
９

建
築
物
の
立
地
基
準
を
一
部
変
更

　

開
発
審
査
会
提
案
基
準
18（
既
存
宅
地
）

を
一
部
改
正
し
、
市
街
化
調
整
区
域
に
建

築
で
き
る
建
築
物
の
立
地
基
準
を
４
月
１

日
か
ら
一
部
変
更
し
ま
す
。

　

昭
和
45
年
６
月
10
日
以
前
に
、
建
築
物

を
建
て
る
目
的
で
農
地
転
用
許
可
を
受
け

た
土
地
と
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路

位
置
指
定
の
申
請
を
し
て
造
成
し
た
土
地

は
、
改
正
後
、
建
築
物
を
建
築
し
た
土
地

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

改
正
の
詳
細
や
経
過
措
置
な
ど
は
、
開

発
指
導
課
や
公
民
館
、
市
ウ
ェ
ブ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問　

開
発
指
導
課
☎
21
―
８
７
８
９

譲
り
ま
す
・
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

不
用
品
の
登
録
や
あ
っ
せ
ん
を
、
随
時

電
話
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
市

の
ウ
ェ
ブ
で
確
認
で
き
ま
す
。

譲
り
ま
す　

子
ど
も
用
木
馬
・
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
・
自
転
車
の
補
助
い
す
な
ど
。

譲
っ
て
く
だ
さ
い　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
・
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―
５
３
０
１

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
　
朝
市

　

地
元
産
の
魚
・
野
菜
な
ど
の
販
売
や
ダ

ン
ベ
ル
体
操
を
し
ま
す
。

　

３
月
18
日（
日
）午
前
７
時
〜
８
時
30

分
。
小
雨
決
行
。
総
合
公
園
南
駐
車
場
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８
・
当

日
の
午
前
６
時
〜
８
時
30
分
は
開
催
本
部

☎
090
―
３
２
１
５
―
０
１
０
６
へ
。

相
模
人
形
芝
居
普
及
巡
回
公
演

　

市
内
の
前さ

き

鳥と
り

座ざ

を
は
じ
め
、
県
内
５
座

が﹁
相
模
人
形
芝
居
﹂を
披
露
し
ま
す
。

　

３
月
11
日（
日
）正
午
開
演
。
杜も

り

の
ホ
ー

ル
は
し
も
と（
相
模
原
市
緑
区
橋
本
３
―

28
―
１
）。
800
円
。

問　

社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

盲
人
教
育
の
先
駆
者・秋
山
博
資
料
展

　

盲
人
教
育
の
先
駆
者
で
あ
り
、
平
塚
盲

学
校
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
秋
山
博

を
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
15
日（
木
）〜
20
日（
祝
）、
午
前
９

時
〜
午
後
10
時
。
金
目
公
民
館（
南
金
目

966
）。
午
前
10
時
・
午
後
1
時
・
3
時
に
、

ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

問　

社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４
・
金

目
公
民
館
☎
58
―
０
１
０
１

子
宮
頸け

い
が
ん
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
助
成

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
や
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を

平
成
24
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

旭
北
地
区
に
町
内
福
祉
村
が
開
村

　

町
内
福
祉
村
は
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
が
中
心
と
な
っ
て
、
お
困
り
事
の

ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
や
相
談
、
茶
話
会

な
ど
の
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
で
の
支

え
あ
い
を
行
う
地
域
福
祉
の
拠
点
で
す
。

旭
北
地
区
町
内
福
祉
村
は
市
内
で
12
番
目

の
開
設
と
な
り
ま
す
。

　

旭
北
地
区（
公
所
・
根
坂
間
・
河
内
・

徳
延
・
纒
・
日
向
岡
１
〜
２
丁
目
）。
公

所
868（
西
部
福
祉
会
館
内
）。
☎
59
―
２
０

９
０
。
３
月
24
日（
土
）開
村
。
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。

　

各
町
内
福
祉
村
で
、
運
営
や
支
援
活
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
各
町
内
福
祉
村
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
総
務
課
☎
内
線
２
５
６
０

社
会
福
祉
協
議
会
正
規
職
員
の
募
集

　

社
会
福
祉
士
１
人（
選
考
）。相
談
援
助
・

地
域
福
祉
活
動
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
な
ど
。

　

次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
大
学
を
卒
業

②
社
会
福
祉
士
の
資
格
が
あ
る
③
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
④
昭
和
51
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　

試
験
は
４
月
１
日（
日
）。
平
塚
栗
原

ホ
ー
ム（
立
野
町
31
―
20
）。

募　

福
祉
会
館
や
公
民
館
な
ど
に
あ
る
受

験
申
込
書
を
直
接
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
３
月
15
日（
木
）〜
22
日（
木
）、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
に
福
祉
会
館
１
階
の

社
会
福
祉
協
議
会
☎
33
―
２
３
３
３
へ
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
の
委
員
を
募
集

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど

を
審
議
し
ま
す
。

　

次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
市
内
に
１
年

以
上
住
ん
で
い
る
②
４
月
１
日
現
在
で
40

〜
75
歳
③
市
の
ほ
か
の
付
属
機
関
の
委
員

な
ど
で
は
な
い
④
平
日
の
会
議
に
出
席
で

き
る
。

　

40
〜
64
歳
２
人
・
65
〜
75
歳
２
人
、（
選

考
）。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
。

募　

郵
送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
本
人
が
直
接
、

南
附
属
庁
舎
２
階
の
高
齢
福
祉
課
☎
21
―

８
７
７
８

kourei@

や
公
民
館
に
あ
る

応
募
用
紙
と
応
募
動
機（
原
稿
用
紙
１
枚

程
度
）を
、
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
同

課
へ
。

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

し
ま
せ
ん
か

　

①
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
。
４

月
８
日（
日
）。
湘
南
と
う
き
ゅ
う
ボ
ウ
ル

②
陸
上（
知
的
障
が
い
者
）。
５
月
13
日

（
日
）。
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
③
陸
上（
身

体
障
が
い
者
）。
5
月
20
日（
日
）。
県
立

体
育
セ
ン
タ
ー
④
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス
。
６
月
10
日（
日
）。
県
立
体

育
セ
ン
タ
ー
⑤
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
。

６
月
24
日（
日
）。
海
老
名
市
役
所
西
側
催

事
広
場
⑥
水
泳
。
７
月
１
日（
日
）。
さ
が

み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー
ル
。

募　

①
は
３
月
14
日（
水
）②
③
は
28
日

（
水
）④
は
５
月
２
日（
水
）⑤
は
23
日（
水
）

⑥
は
30
日（
水
）ま
で
に
障
が
い
福
祉
課
☎

21
―
８
７
７
４
へ
。

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
潮
風
と
う
る

お
い
ロ
ー
ド
を
歩
こ
う

　

前さ
き

鳥と
り

神
社（
写
真
）や
潮
風
と
う
る
お
い

ロ
ー
ド
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

　

３
月
30
日（
金
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
。
当
日
午
前
７
時
頃
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
天
気
予
報
で
、

横
浜
の
降
水
確
率
が
50
㌫

以
上
の
場
合
は
31
日（
土
）に
延
期
。
31
日

も
50
㌫
以
上
の
場
合
は
中
止
。
7
㌔
㍍
。

保
健
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散
。
飲
み
物
・

タ
オ
ル
・
帽
子
、
お
持
ち
の
方
は
歩
数
計
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

精
神
家
族
教
室

　

う
つ
病
に
つ
い
て
、
家
族
同
士
で
話
し

合
う
機
会
で
す
。

　

３
月
21
日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時
。
平

塚
保
健
福
祉
事
務
所（
豊
原
町
６
―
21
）。

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
、
現
在
、
治
療
中
の

方
の
家
族
。

募　

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
☎
32
―

０
１
３
０

　空気が乾燥し風も吹き、大きな火災になりやす
い時季です。火の取り扱いには十分に注意してく
ださい。
　火災予防運動に合わせ、市消防本部では３月３日
（土）に防火キャンペーンを実施します。湘南ひら
つか織り姫に一日消防署長を委嘱し、火災予防を
呼び掛けます。
午後１時30分　駅ビル平塚ラスカ（宝町１–１）の特別
査察
午後2時45分　ヨークタウン北金目（北金目１–６–１）
午後3時45分　カルサ平塚田村（田村３–５–１）
　全ての住宅に住宅用火災警報器を設置するよう
に法律（条例）で義務付けられています。安全のた
めに住宅用火災警報器を設置しましょう。

問　予防課☎2１–９７2８

真
田
城
解
説

　

与
一
は
父
義
実
の
岡
崎
城
の
西
側
・
真

田
周
辺
に
館
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
に
与
一
が
ど
ん
な
館
を
建
て
て
い
た

か
は
、記
録
も
発
掘
史
料
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
お
ま
か
な
場
所
と
し
て
は
、

真
田
１
丁
目
に
あ
る
天
徳
寺
が
中
心
と
伝

え
ら
れ
て
ま
す
。

　

真
田
城
が
歴
史
的
に
表
れ
て
く
る
の

は
、
与
一
の
生
き
て
い
た
時
代
よ
り
も

ず
っ
と
後
の
、
室
町
時
代
～
戦
国
時
代
で

す
。
１
４
９
６
年
に
伊
勢
宗
瑞（
北
条
早

雲
）と
山
内
顕
定
が
戦
っ
た
り
、
１
５
０

４
年
に
は
顕
定
と
長
尾
能
景
の
軍
が
真
田

要
害
を
攻
略
し
た
り
と
い
っ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

春
期
特
別
展
で
は
、
よ
り
深
く
真
田
城

の
姿
を
探
り
ま
す
。
発
掘
調
査
の
結
果
浮

か
び
上
が
っ
た
、
堀
の
様
子
な
ど
も
紹
介

し
ま
す
。

0 500m

大根川

土
屋
城
解
説

　

土
屋
城
は
、
平
安
末
期
に
土
屋
宗
遠
が

館
を
構
え
て
住
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
す
。

座
禅
川
と
金
目
川
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
あ

り
、
２
つ
の
川
を
自
然
の
堀
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

　

土
屋
城
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
主
要

な
交
通
路
の
交
差
点
に
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
北
側
の
金
目
川
沿
い
を
進
め
ば
秦
野

盆
地
に
も
湘
南
砂
丘
に
も
行
く
こ
と
が
で

相
模
の
名
族
と
し
て
伝
わ
る

　

中
村
宗
平
の
三
男
の
土
屋
宗
遠
。
平
家

物
語
の
５
巻﹁
早
馬
﹂で
は
、
石
橋
山
の
合

戦
に
加
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
土
屋
と
い

う
名
前
が
出
て
き
ま

す
。
謡
曲
で
は
石
橋

山
で
敗
戦
し
た
頼
朝

が
七
騎
に
な
っ
て
逃

げ
延
び
る﹁
七
騎
落
﹂

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
宗
遠
は
そ
の

七
騎
の
一
人
で
す
。

　

宗
遠
は
岡
崎
義
実
の
次
男
・
義
清
を
養

き
、
南
側
を
進
ん
で
七
国
峠
を
越
え
れ
ば

大
磯
丘
陵
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
道
は
、
現
在
で
も
重
要
な
交
通
路
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た﹁
新
編
相

模
国
風
土
記
稿
﹂で
は
、
土
屋
宗
遠
の
城

館
が
宗
憲
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
は
あ

る
も
の
の
、
す
で
に
遺
形
と
覚
し
き
所
は

な
い
、
と
記
し
て
い
ま
す
。
当
時
を
知
る

た
め
の
手
が
か
り
は
少
な
い
の
で
す
が
、

現
在
土
屋
一
族
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

石
塔（
右
写
真
）が
あ
る
谷
が
、
ゆ
か
り
の

地
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
と
し
て
も
ら
い
受
け
ま
す
が
、
そ
の
後

に
実
子
が
生
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
宗
遠

は﹁
養
子
を
も
ら
う
時
点
で
嫡
男
は
義
清

で
あ
る
﹂と
い
う
考
え
を
曲
げ
ま
せ
ん
で

し
た
。
律
義
で
筋
道
を
通
す
性
格
が
想
像

で
き
ま
す
ね
。

　

吾
妻
鏡
の
治
承
４
年（
１
１
８
０
年
）９

月
20
日
の
記
述
で
、
宗
遠
は
甲か
い
の
く
に

斐
国（
現

神
社（
熱
海
市
）・
箱
根
神
社（
箱
根
町
）と

三み

嶋し
ま

大
社（
三
島
市
）に
立
ち
寄
る
二
所
詣

に
出
掛
け
た
頼
朝
が
、
伊
豆
山
神
社
に
向

か
う
途
中
で
石
橋
山
を
通
過
し
、
与
一
の

墓
前
で
涙
を
流
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

与
一
の
死
を
思
う
と
参
詣
の
前
に
心
が
乱

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
頼
朝
は
箱
根
神
社

と
三
嶋
大
社
の
後
に
伊
豆
山
神
社
に
行
く

よ
う
、
行
程
を
変
え
た
そ
う
で
す
。

真田城跡を西から写すと堀がくっきり見て取れる。右にあるのは天徳寺。

3月17日（土）〜
５月６日（日）

◆関連行事　①平塚の遺跡を歩く「岡崎城と真田城」　3月24日（土）午前10時
～午後3時。岡崎～真田地区。25人（抽選）。募　往復はがきで、住所・氏名・
電話番号を3月15日（木）までに博物館へ。②講演会「真田城の発掘調査」　3月
25日（日）午後2時～3時30分。講堂。

　「城館」をキーワードに、考古学の視点から平塚と相模の中世を読み
解きます。２面で紹介したあぶみのほか、初公開の史料も展示します。

45

土屋一族の墓をガイドツアーで訪れ
る人も。

春季全国火災予防運動
３月１日（木）～７日（水）

防火の備え
しっかりと
防火の備え
しっかりと

在
の
山
梨
県
）に
赴
い
た
と
あ
り
ま
す
。

甲
斐
源
氏
の
駿
河
出
兵
を
促
し
た
宗
遠
。

甲
斐
源
氏
は
頼
朝
の

旗
揚
げ
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
お
り
、
宗

遠
の
交
渉
力
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　

土
屋
氏
は
相
模
の
名
族
と
さ
れ
、
後
の

時
代
ま
で
そ
の
氏
を
名
乗
る
人
物
が
現
れ

て
い
ま
す
。

土
屋
宗
遠

１
１
２
８
年
頃
〜

１
２
１
８
年
頃

▶�与一の館跡とさ
れる天徳寺にあ
る像。見学は事
前に天徳寺☎
58–5089・真田１
–１4–１に予約を。

防火の備え
しっかりと


